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た（図 1)（3、4)。以来 40 年、山崎断層に関する地震活動の特性が徐々に解明されてきた(6、7)。 
1973 年 9 月に山崎断層の北方約 10km にM5.1 地震が発生した(8)。1975 年には山崎断層帯安富断
層の破砕帯において伸縮計による地殻変動観測が開始され(6、10)、地震と地殻変動の関連の研究が
スタートした。1977 年 9 月には山崎断層の北方約 5km に M≒4 地震が発生した(9)。これらを踏ま
えて、1978 年～1987 年の 10 年間にわたって「山崎断層地震予知テストフィールド計画」が実施さ









究所へ 50bps 専用回線でテレメータ伝送された (18)。 計画の発足当時の研究グループ員は、京大
 

















































2.2.2  1984 年山崎断層の地震に関する結果 
 「テストフィールド計画」の 7 年目の 1984 年 5 月 30 日、山崎断層帯の暮坂峠断層を震源とする
M5.6 地震(姫路で震度 4)が発生した。この地震のいわゆる“予知”は出来なかったが、事後の検証か
ら次に述べる幾つかの観測項目に前駆的異常らしき現象が記録されていた(29)。 
山崎断層周辺の地震活動は 1984 年 5 月の山崎断層の地震発生の約半年前の鳥取県中部の地震








































2.2.4 山崎断層観測のまとめ  
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